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(57)【要約】
【課題】表示不良の発生を抑制することが可能な液晶表
示装置を提供することを目的とする。
【解決手段】絶縁基板２１０上において表示領域１２０
に配置された画素電極２５０と、絶縁基板２１０上にお
いて非表示領域１３０に配置されたコモン電極５１０と
、コモン電極５１０を覆う絶縁膜５３４と、絶縁膜５３
４上に配置されるとともに絶縁膜５３４を貫通するコン
タクトホール５２０ＣＨを介してコモン電極５１０と電
気的に接続されたコンタクト部５２０Ｘを有する電極パ
ッド５２０と、を備えたアレイ基板２００と、画素電極
２５０に対向するとともに、電極パッド５２０に対向す
る対向電極３５０を備えた対向基板３００と、コンタク
ト部５２０Ｘを覆い、アレイ基板２００と対向基板３０
０とを貼り合わせるシール部材１１０と、電極パッド５
２０と対向電極３５０とを電気的に接続する導電部材７
００と、を備える。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁基板と、前記絶縁基板上において表示領域に配置された画素電極と、前記絶縁基板
上において表示領域の外側に位置する非表示領域に配置されたコモン電極と、前記コモン
電極を覆う絶縁膜と、前記絶縁膜上に配置されるとともに前記絶縁膜を貫通するコンタク
トホールを介して前記コモン電極と電気的に接続されたコンタクト部を有する電極パッド
と、を備えた第１基板と、
　前記画素電極に対向するとともに、非表示領域に延在して前記電極パッドに対向するよ
うに配置された対向電極を備えた第２基板と、
　前記コンタクト部を覆い、表示領域を囲むとともに前記第１基板と前記第２基板との間
に配置され、前記第１基板と前記第２基板とを貼り合わせるシール部材と、
　前記シール部材の外側において前記電極パッドと前記対向電極との間に配置され、前記
電極パッドと前記対向電極とを電気的に接続する導電部材と、
　を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記電極パッドは、前記コモン電極を覆い、
　前記電極パッドの大きさは、前記コモン電極の大きさと同等または前記コモン電極の大
きさより大きいことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記電極パッドは、前記画素電極と同一層において前記画素電極と同一材料によって形
成されたことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記電極パッドは、導電性酸化物材料によって形成されたことを特徴とする請求項３に
記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１基板は、さらに前記絶縁膜によって覆われたゲート電極を有するスイッチング
素子を備えたことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置では、アレイ基板の端子部から入力された信号に基づいて、アレイ基板の
画素電極と対向基板の対向電極との間に所定の電圧を印加し、液晶分子を駆動し、画像の
表示を行っている。
【０００３】
　アレイ基板上に配置され、対向電極に対して所定の電位を供給するための接続配線のう
ち、液晶セル外部に露出した接続配線の腐食を防ぐことを目的として、アレイ基板と対向
基板とを間隙をあけて封着する周辺シール剤と、周辺シール剤の外方に延在する接続配線
と、接続配線の接続端子を開口部を残して被覆する絶縁性保護膜と、開口部よりも広い面
積でかつ開口部をふさぎ対向電極と接続端子を電気的に接続するトランスファ材とからな
る液晶表示装置の構成が開示されている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－３２６９３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　この発明の目的は、表示不良の発生を抑制することが可能な液晶表示装置を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明の一態様によれば、絶縁基板と、前記絶縁基板上において表示領域に配置され
た画素電極と、前記絶縁基板上において表示領域の外側に位置する非表示領域に配置され
たコモン電極と、前記コモン電極を覆う絶縁膜と、前記絶縁膜上に配置されるとともに前
記絶縁膜を貫通するコンタクトホールを介して前記コモン電極と電気的に接続されたコン
タクト部を有する電極パッドと、を備えた第１基板と、前記画素電極に対向するとともに
、非表示領域に延在して前記電極パッドに対向するように配置された対向電極を備えた第
２基板と、前記コンタクト部を覆い、表示領域を囲むとともに前記第１基板と前記第２基
板との間に配置され、前記第１基板と前記第２基板とを貼り合わせるシール部材と、前記
シール部材の外側において前記電極パッドと前記対向電極との間に配置され、前記電極パ
ッドと前記対向電極とを電気的に接続する導電部材と、を備えた液晶表示装置が提供され
る。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、表示不良の発生を抑制することが可能な液晶表示装置を提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、この発明の一実施の形態に係る液晶表示パネルの構成を概略的に示す図
である。
【図２】図２は、図１に示した液晶表示パネルにおける画素の構成を概略的に示す断面図
である。
【図３】図３は、図１に示した液晶表示パネルの非表示領域の一部の構成を概略的に示す
平面図である。
【図４】図４は、図３に示した液晶表示パネルをＩＶ－ＩＶ線で切断したときの断面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、この発明の一実施の形態に係る液晶表示装置について図面を参照して説明する。
【００１０】
　図１に示すように、液晶表示装置は、略矩形平板状の液晶表示パネル１００を備えてい
る。すなわち、液晶表示パネル１００は、一対の基板すなわちアレイ基板（第１基板）２
００および対向基板（第２基板）３００と、アレイ基板２００と対向基板３００との間に
保持された液晶層４００と、によって構成されている。これらのアレイ基板２００と対向
基板３００とは、シール部材１１０によって貼り合わせられ、これらの間に液晶層４００
を保持するための所定のギャップを形成する。液晶層４００は、アレイ基板２００と対向
基板３００とのギャップに封入されている。
【００１１】
　液晶表示パネル１００は、マトリクス状に配置された複数の画素ＰＸによって構成され
た表示領域１２０を備えている。シール部材１１０は、表示領域１２０を囲むように配置
されている。さらに、液晶表示パネル１００は、表示領域１２０とシール部材１１０との
間に配置された遮光層１１２を備えている。
【００１２】
　アレイ基板２００は、表示領域１２０において、画素ＰＸの行方向に沿って延在する複
数の走査線Ｙ（１、２、３、…、ｍ）と、画素ＰＸの列方向に沿って延在する複数の信号
線Ｘ（１、２、３、…、ｎ）と、各画素ＰＸにおける信号線Ｘと走査線Ｙとの交差部に配
置されたスイッチング素子２２０と、画素ＰＸのそれぞれに配置されスイッチング素子２
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２０に接続された画素電極２５０と、を備えている。走査線Ｙと信号線Ｘとは、絶縁層（
図示しない）を介して互いに交差するように配置されている。
【００１３】
　スイッチング素子２２０は、例えば薄膜トランジスタによって構成されている。スイッ
チング素子２２０のゲート電極２２２は、走査線Ｙに接続されている（あるいは、ゲート
電極２２２は、走査線Ｙと一体的に形成されている）。スイッチング素子２２０のソース
電極２２５は、信号線Ｘに接続されている（あるいは、ソース電極２２５は、信号線Ｘと
一体的に形成されている）。スイッチング素子２２０のドレイン電極２２７は、画素電極
２５０に接続されている。
【００１４】
　対向基板３００は、表示領域１２０において、複数の画素電極２５０のそれぞれに対向
した対向電極３５０を備えている。
【００１５】
　また、液晶表示パネル１００は、表示領域１２０の外側に位置する非表示領域１３０に
配置された接続部１３１を備えている。この接続部１３１は、液晶表示パネル１００を駆
動するのに必要な各種信号を供給する信号供給源として機能する駆動ＩＣチップやフレキ
シブル配線基板と接続可能である。図１に示した例では、接続部１３１は、対向基板３０
０の端部３００Ａより外方に延在したアレイ基板２００の延在部２００Ａ上に形成されて
いる。
【００１６】
　表示領域１２０に配置された走査線Ｙ（１、２、３、…、ｍ）のそれぞれは、非表示領
域１３０に引き出されて接続部１３１に接続されている。また、信号線Ｘ（１、２、３、
…、ｎ）のそれぞれも同様に、非表示領域１３０に引き出されて接続部１３１に接続され
ている。
【００１７】
　次に、アレイ基板２００および対向基板３００の構造をより詳細に説明する。
【００１８】
　図２に示すように、アレイ基板２００は、ガラスなどの光透過性を有する絶縁基板２１
０を用いて形成される。各スイッチング素子２２０は、絶縁基板２１０の上に配置された
半導体層２４２を備えている。この半導体層２４２は、例えばポリシリコンやアモルファ
スシリコンによって形成されている。半導体層２４２は、チャネル領域を挟んだ両側にそ
れぞれソース領域およびドレイン領域を有している。この半導体層２４２は、ゲート絶縁
膜２４６によって覆われている。このゲート絶縁膜２４６は、例えば、テトラエトキシシ
ラン（ＴＥＯＳ）によって形成されている。また、ゲート絶縁膜２４６は、表示領域１２
０のほぼ全面に亘って配置されるとともに、非表示領域１３０にも延在している。
【００１９】
　スイッチング素子２２０のゲート電極２２２は、走査線Ｙと一体に形成されゲート絶縁
膜２４６上に配置され、半導体層２４２のチャネル領域の直上に位置している。走査線Ｙ
およびゲート電極２２２は、例えば、モリブデン－タングステン（ＭｏＷ）などの導電材
料によって形成されている。これらのゲート電極２２２および走査線Ｙは、絶縁膜２４４
（以下、層間絶縁膜と称する）によって覆われている。この層間絶縁膜２４４は、例えば
、酸化シリコン（ＳｉＯ）や、窒化シリコン（ＳｉＮ）などによって形成されている。ま
た、層間絶縁膜２４４は、表示領域１２０のほぼ全面に亘って配置されるとともに、非表
示領域１３０にも延在し、ゲート絶縁膜２４６に重なっている。
【００２０】
　スイッチング素子２２０のソース電極２２５およびドレイン電極２２７は、層間絶縁膜
２４４の上においてゲート電極２２２の両側に配置されている。ソース電極２２５は、信
号線Ｘと一体に形成され、半導体層２４２のソース領域にコンタクトしている。ドレイン
電極２２７は、半導体層２４２のドレイン領域にコンタクトしている。ソース電極２２５
、ドレイン電極２２７および信号線Ｘは、例えば、モリブデン（Ｍｏ）／アルミニウム－
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ネオジウム（ＡｌＮｄ）／モリブデン（Ｍｏ）の３層の積層体などによって形成されてい
る。これらのソース電極２２５、ドレイン電極２２７および信号線Ｘは、絶縁膜、例えば
カラーフィルタ層２３０によって覆われている。
【００２１】
　カラーフィルタ層２３０は、互いに異なる複数の色、例えば赤色、緑色、青色といった
３原色にそれぞれ着色された着色樹脂によって形成されている。例えば、カラーフィルタ
層２３０は、赤色画素に対応して配置され赤色の主波長の光を透過するように着色された
樹脂からなる赤色カラーフィルタ層２３０Ｒ、緑色画素に対応して配置され緑色の主波長
の光を透過するように着色された樹脂からなる緑色カラーフィルタ層２３０Ｇ、さらに、
青色画素に対応して配置され青色の主波長の光を透過するように着色された樹脂からなる
青色カラーフィルタ層２３０Ｂを備えている。赤色カラーフィルタ層２３０Ｒ、緑色カラ
ーフィルタ層２３０Ｇ、青色カラーフィルタ層２３０Ｂは、それぞれスイッチング素子２
２０の上にも配置されている。
【００２２】
　画素電極２５０は、カラーフィルタ層２３０の上に配置され、カラーフィルタ層２３０
に形成されたコンタクトホール２５０ＣＨを介してドレイン電極２２７Ｄと電気的に接続
されている。画素電極２５０は、インジウム・ティン・オキサイド（ＩＴＯ）やインジウ
ム・ジンク・オキサイド（ＩＺＯ）などの光透過性を有する導電性酸化物材料によって形
成されている。
【００２３】
　対向基板３００は、ガラスなどの光透過性を有する絶縁基板３１０を用いて形成される
。
【００２４】
　対向電極３５０は、表示領域１２０において、複数の画素ＰＸに対応して画素電極２５
０に対向するように配置されている。また、対向電極３５０は、非表示領域１３０に延在
している。対向電極３５０は、ＩＴＯやＩＺＯなどの光透過性を有する導電性酸化物材料
によって形成されている。
【００２５】
　これらのアレイ基板２００および対向基板３００の表面は、液晶層４００に含まれる液
晶分子の配向を制御するための配向膜２６０および３６０によってそれぞれ覆われている
。また、アレイ基板２００および対向基板３００の外面には、それぞれ光学素子２７０お
よび３７０が設けられている。これらの光学素子２７０および３７０は、液晶層４００の
特性に合わせて偏光方向を設定した偏光板などを含んでいる。
【００２６】
　シール部材１１０は、非表示領域１３０に配置されている。シール部材１１０は、層間
絶縁膜２４４と対向電極３５０との間に配置され、層間絶縁膜２４４と対向電極３５０と
を貼り合わせている。
【００２７】
　遮光層１１２は、非表示領域１３０に配置され、表示領域１２０とシール部材１１０と
の間に配置されている。遮光層１１２は、層間絶縁膜２４４上に配置されている。遮光層
１１２の一部は、シール部材１１０によって覆われている。
【００２８】
　図３に示すように、さらに、液晶表示パネル１００は、アレイ基板２００上に配置され
たコモン電極５１０と、コモン配線５１２と、電極パッド５２０と、アレイ基板２００と
対向基板３００との間に配置された導電部材７００と、を備えている。なお、図３では、
説明に必要な主要部のみを図示している。
【００２９】
　コモン電極５１０は、非表示領域１３０に配置されている。コモン電極５１０の一部は
、シール部材１１０の下に延在している。コモン電極５１０は、コモン配線５１２を介し
、接続部１３１に接続され、所定の電位、例えばコモン電位に設定されている。
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【００３０】
　コモン配線５１２は、非表示領域１３０に配置され、接続部１３１とコモン電極５１０
との間を接続している。このコモン配線５１２の少なくとも一部は、コモン電極５１０と
同一層に配置され、しかも、コモン電極５１０と同一材料によって形成されている。なお
、コモン配線５１２は、非表示領域１３０の接続部１３１からシール部材１１０と交差し
て表示領域１２０を経由して、再びシール部材１１０と交差し、コモン電極５１０と接続
されてもよい。
【００３１】
　電極パッド５２０は、絶縁膜（図示しない）を介してコモン電極５１０を覆うように配
置されている。すなわち、電極パッド５２０の大きさは、コモン電極５１０の大きさと同
等またはコモン電極５１０の大きさより大きく、コモン電極５１０の直上には、電極パッ
ド５２０が位置している。電極パッド５２０は、絶縁膜を貫通するコンタクトホール５２
０ＣＨを介してコモン電極５１０に接続されたコンタクト部５２０Ｘを有している。この
コンタクト部５２０Ｘは、シール部材１１０によって覆われている。この電極パッド５２
０は、コモン電極５１０と同電位であり、コモン配線５１２を介して所定の電位に設定さ
れている。
【００３２】
　導電部材７００は、非表示領域１３０に配置され、電極パッド５２０上に配置されてい
る。導電部材７００は、シール部材１１０の外側、すなわち、シール部材１１０よりもパ
ネル端１００Ｅ側に配置されている。導電部材７００は、電極パッド５２０と電気的に接
続され、コモン電極５１０及びコモン配線５１２を介して所定の電位に設定されている。
【００３３】
　図４に示すように、コモン電極５１０は、対向基板３００においてシール部材１１０よ
りも外側つまり対向基板端３００Ｅ側に延在した対向電極３５０と対向している。コモン
電極５１０は、絶縁基板２１０上において、第１絶縁膜５３２の上に配置されている。コ
モン電極５１０は、走査線Ｙなどと同一層に配置され、しかも、走査線Ｙなどと同一材料
によって形成されている。また、コモン電極５１０と接続されているコモン配線５１２は
、コモン電極５１０と同様に、走査線Ｙなどと同一層に、同一材料によって形成されてい
る。このようなコモン電極５１０およびコモン配線５１２は、第２絶縁膜５３４によって
覆われている。この第２絶縁膜５３４には、コモン電極５１０を露出するコンタクトホー
ル５２０ＣＨが形成されている。ここで、第１絶縁膜５３２は、図２を参照して説明した
ゲート絶縁膜２４６に対応し、第２絶縁膜５３４は、層間絶縁膜２４４に対応するが、第
１絶縁膜５３２とゲート絶縁膜２４６が一体でなくでもよい。また、第２絶縁膜５３４と
層間絶縁膜２４４とが一体でなくてもよい。
【００３４】
　電極パッド５２０は、第２絶縁膜５３４の上に配置されている。電極パッド５２０は、
第２絶縁膜５３４を介してコモン電極５１０と対向している。電極パッド５２０は、コモ
ン電極５１０と同様に、シール部材１１０よりも外側において、対向電極３５０と対向し
ている。電極パッド５２０のコンタクト部５２０Ｘは、第２絶縁膜５３４に形成されたコ
ンタクトホール５２０ＣＨから露出したコモン電極５１０を覆っている。つまり、コモン
電極５１０は、第２絶縁膜５３４によって覆われるとともに、電極パッド５２０によって
も覆われており、２重に被覆されている。
【００３５】
　シール部材１１０は、コンタクト部５２０Ｘを覆うように電極パッド５２０の上に配置
されている。つまり、コモン電極５１０が第２絶縁膜５３４から露出する部分については
、電極パッド５２０によって覆われるとともに、シール部材１１０によっても覆われてお
り、２重に被覆されている。
【００３６】
　導電部材７００は、シール部材１１０よりも外側において、電極パッド５２０と対向電
極３５０との間に配置されている。つまり、対向電極３５０は、導電部材７００により、
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電極パッド５２０を介してコモン電極５１０と電気的に接続されている。これにより、対
向電極３５０は、コモン電極５１０と同電位、例えばコモン電位に設定される。
【００３７】
　この実施の形態において、対向電極３５０に所定の電位を供給するコモン電極５１０は
、第２絶縁膜５３４および電極パッド５２０の二層によって覆われている。このため、た
とえ電極パッド５２０にピンホールが発生した場合においても、コモン電極５１０が第２
絶縁膜５３４によって覆われているため、コモン電極５１０が露出せず外気に触れること
を防止できるため、水分や不純物などの影響を受けることがなく、コモン電極５１０の腐
食を防ぐことが可能となる。
【００３８】
　また、たとえ第２絶縁膜５３４にピンホールが発生しても、電極パッド５２０によって
覆われているため、コモン電極５１０が露出せずコモン電極５１０の腐食を防ぐことが可
能となる。
【００３９】
　また、コモン電極５１０と電極パッド５２０とを接続するコンタクト部５２０Ｘにピン
ホールが発生しても、コンタクト部５２０Ｘがシール部材１１０によって覆われているた
め、コモン電極５１０が露出せずコモン電極５１０の腐食を防ぐことが可能となる。
【００４０】
　これにより、アレイ基板２００のコモン電極５１０から対向基板３００の対向電極３５
０に十分な電圧が供給され、液晶層４００に対して駆動に必要な電圧を印加することがで
き、表示不良を防ぐことが可能となる。
【００４１】
　以上説明したように、本実施形態において、表示不良を防ぐことが可能な液晶表示装置
を提供することができる。
【００４２】
　なお、この発明は、上記実施形態そのものに限定されるものではなく、その実施の段階
ではその要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態
に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例え
ば実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる
実施形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【００４３】
　本実施形態の液晶表示パネル１００においては、複数個所で導電部材７００を介して対
向電極３５０と電極パッド５２０とが電気的に接続されてもよく、この場合、いずれの箇
所も上記した構成が適用可能である。
【符号の説明】
【００４４】
　１２０…表示領域　１３０…非表示領域　２１０…絶縁基板　２５０…画素電極　　５
１０…コモン電極　５３４…絶縁膜　５２０ＣＨ…コンタクトホール　５２０…電極パッ
ド　２００…アレイ基板　３５０…対向電極　３００…対向基板　１１０…シール部材　
７００…導電部材
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摘要(译)

本发明的目的是提供一种能够抑制显示缺陷的发生的液晶显示装置。 解
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520CH电连接到公共电极510；以及像素电极 相对基板300包括：相对电
极350，该相对电极350在面对电极250的同时面对电极焊盘520；密封构
件110，其覆盖接触部分520X并且结合阵列基板200和相对基板300，并
且面对电极焊盘520。 并且导电构件700电连接电极350。 [选型图]图1
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